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№08 町屋駅前中央第 2地区 
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№09 町屋駅前南地区 
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№10 野田中央街区地区 
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№11 香里園駅東地区 
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№12 若江岩田駅前地区 
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№13 JR尼崎駅前地区 
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№14 JR尼崎駅北第 2地区 
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(3)密集市街地における再開発事業の特徴 

 
１．密集市街地における再開発事業の立地条件は駅前がほとんどである 

 

 

 

 

 

 

２．密集市街地では狭小権利者が多いことから１ヘクタールあたりの従前権利者数はやや多く、事業

費も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 １ヘクタールあたりの従前権利者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→密集市街地の中で市街地再開発事業が行われたのは駅前に立地するものが大部分で、一般的な

市街地再開発事業に対する密集市街地における特有の事例は少なく、一般的な市街地再開発事

業をたまたま密集市街地がある地区の駅前で実施したという事例となっている。 

→市街地再開発事業の１ヘクタールあたり従前権利者数は全国平均の約 65 人に対し、密集市街

地では約 86人である。また、従前建物数も全国平均の約 45棟に対し、約 55棟となっている。 

→また、事業費は全国平均の１ヘクタールあたり 118 億円に対し、密集市街地では約 186 億円

である。 
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図 2-3 対象地区の従前権利者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 対象地区の従前建物棟数 
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図 2-5 対象地区の単位あたり事業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 対象地区の転出率 

 

 

 

 


